










































血 液 検 査 所 見
　初診時の血液検査所見を表１に示した．Hb 5.5 /㎗，
Ht 20.2％と高度の貧血を認め，さらにTP 5.5 /㎗，Alb 
3.3 /㎗と低蛋白血症を認めた．出血凝固系の諸項目は
初診時時点ではまだ正常範囲内であり，播種性血管内凝
RBC 228 ×104/  Dダイマー 0.6（＜1.0） /㎖
Hb 5.5 /㎗ Fbg 262（200－400） /㎗
Ht  20.2 ％ AT-Ⅲ 110（75－130） ％
WBC 8,660 /  FDP 2（＜５）
plt 51.4 ×104/
PT 75（80－120） ％ TP 5.5 /㎗
INR 1.15（0.85－1.15）  Alb 3.3 /㎗
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